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○はじめに　作業者体内への有害物質の取込量の推定
には、生物学的モニタリングの手法が用いられる。し
かし、この値から実際の曝露状況を正確に判断するた
めには分析精度以外の諸条件も揃っている必要があ
る。今回は、現状の特殊健診を実施していく中での注
意点を挙げ、その対応方法について述べる。
○パナソニックGの特殊健診　パナソニックGでは、
生物学的モニタリング分析を含めた検査を本健診の約
1ヶ月前に行なう、いわゆる「事前検査」を実施して
いる。事前検査の最大のメリットは、分析結果を提示
して本健診を行なえることである。  それにより、問
題点の抽出が比較的容易で、特に作業管理の改善が迅
速に行なえる。健診項目は法定項目に加え、Ni ・
Co・Mn等の特化物を1次健診項目として生物学的モ
ニタリングを行なっている。
○生物学的モニタリングの確度向上及び有効活用のた
めのポイント生物学的モニタリングを実施する際に求
められることとして、分析の精度が高い  ことは言う
までもないが、それ以外にも重要な点が数多くあり、
以下に列挙する。（1）生物学的半減期を考慮した採
尿タイミングの設定（2）採尿方法（3）バックグラ
ンド値（生理値）（4）尿の濃淡補正（5）コンタミネ
ーション対策（6）分析精度（特異性）向上と高感度
分析開発（7）職場巡視と作業条件調査の積極的な実
施活用　
○今後の展開　現在、新しい特殊健診システムを開発
中で、作業環境結果（作業場）と生物学的  モニタリ
ング結果（個人）のリンクをする機能を付与する。将
来的には、個人曝露濃度と生物学的モニタリング結果
もリンクする計画である。分析技術的には・・・・・
尿中代謝産物から尿中有機溶剤を指標とするモニタリ
ングの確立を目指して、分析条件、量反応関係のデー
タの収集を行なっていく。尿中馬尿酸　→尿中トルエ
ン　は実用済み　尿中マンデル酸　　→尿中エチルベ
ンゼン　尿中メチル馬尿酸　→尿中キシレン　尿中マ

ンデル酸　　→尿中スチレン　
○結語　労働衛生管理の健康管理に位置づけられる生
物学的モニタリングは、その範疇に留まらず、作業環
境管理・作業管理を行なう上での情報を多く提供でき
るツールであるのでリスクアセスメントの曝露評価を
行なうには、それらの情報を集約して対応する必要が
ある。 　今後、より多くの有害物質について生物学
的モニタリングが可能になることで、環境改善がより
スピーディーに行なえるようになると考える。
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